
 

 

平成２９年度おかやま協働のまちづくり賞応募用紙 
平成 29 年 10 月 31 日 

岡山市長 様 

 

                応募者代表 団体名 竜之口地区社会福祉協議会 

                       氏 名  会長 米田 敏夫               

 

平成２９年度「おかやま協働のまちづくり賞」に応募します。 

 

取組の名称 竜之口 元気が出る会 

 

 

取組の概要 

 

 
※インターネット投票を行

うサイトにそのまま掲載

します。 

今年のテーマとの関連が

わかるよう、目的（解決

を目指している課題）及

び取組概要を 300 字（句

読点含む）以内で記載し

てください。 

今年度で 30 回を迎える学区の行事です、竜之口地区社会福祉協議会が主体

となり、学区婦人会、学区栄養改善協議会が「骨粗しょう症予防料理・み

んなで歌おう会」の合同の集いの会です。 

地区社会福祉協議会が平成 10年、みんなで歌おう会の前身「シルバーコー

ラス」を、老後の健康づくり活動を目標に会を立ち上げ昨年 50回を迎えま

した。今までご指導してくださった龍田 章さんは 94歳まで尽力下さいま

した。これを機に指導者も代わり「みんなで歌おう会」と改称しました。 

 骨租しょう症予防料理会食は、岡山市栄養士さんがご指導いただき、学

区栄養改善協議会の調理で、健康的で、美味しい食事ができ参加者全員で

楽しみながら会食します。毎回男性の参加者も多く生活習慣へのご指導や

質問やお話で盛り上がり、食と健康について考える楽しみな行事になって

います。 

 

 

協働団体 
 

 

1)竜之口学区連合町内会 

2)竜之口学区コミュニティ協議会 

3)竜之口学区婦人会 

4)竜之口学区栄養改善協議会 

取組の実施期間 始期：平成 10 年 4 月～ 

□ 平成  年  月終了 

■ 継続予定 

□ 平成  年  月頃終了予定 
※該当するものに し時期の予定し必要事項記入し

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

〔様式１〕  協働による社会課題解決の取組の内容 
 

取組の名称 竜之口 元気が出る会 

平成 29年度 

募集テーマ 
楽しんで年を重ねられる社会のために 

テーマとの関連 

誰もがいつまでも若々しく明るく、楽しく生きていきたいと思っているはずです。年をとると身体

のいたる所の関節が痛くなったり、気持ちや外出がネガティブになりがちです。 

 近年社会的に骨粗しょう症問題があり、食事に関連が有ることがわかってきました。地区社会協議

会が主体となり、婦人会・栄養改善協議会が食事療法の課題に挑戦するために「竜之口 元気が出る

会」を立ち上げ骨租しょう症予防料理会食を開催、毎回 40人～50人が老老を忘れ、食べて、学んで、

大勢の人と楽しく語り合い、希望が持てる活動を毎年行い、今年で 15年になります。 

目的・解決をはか

りたい課題の状

況・目標 

目標 

誰しも、生まれてきてからどこかで、一度は歌を歌ったことがあるはずです。歌は身近なものであり、

気軽なものです、歌は道具はいりません。歌うことでエネルギーを消耗します、歌い終わって自分に

エネルギーが湧いてきます、元気を得た気持ちになります。大勢で体を動かしながら、大好きな歌を

大きな声で歌うと気持ちが良くストレス発散、認知症予防にもなります。多少のおしゃれをし、友達

や仲間と色んな人と知り合い様々な同じ趣味をもつ出会いの中で笑顔も湧いてきます。毎回何の曲を

歌うか楽しみです。 

歌った後は、骨粗しょう症予防料理の会食です、何が食べられるか楽しみです。栄養士のお話、

配膳された皿には美しく盛り付けされた料理、参加者と語り合い「おいしい・おいしい」と言いなが

ら食べられる喜びを感じながら、世話をして頂いた婦人会、料理して頂いた栄養改善協議会の皆さん

へ感謝し、楽しい一日でした。 

課題 

毎回参加者が多く場所・会食数に限りがあります、又、天候により高齢者等の参加者が会場への行き

来の問題、回数等に課題もあります、誰もが参加できる事を目標に解決するため発案、努力中です。 

 

取組の内容 

 
 

１ 取組の対象：対象地域、対象者、対象人数等 

        竜之口学区民 65歳以上を対象 参加者40～50人 

２ 取組の担い手：取組への参加団体、参加人数等 

                     竜之口学区コミュニティ協議会、竜之口地区社会福祉協議会、 

竜之口学区婦人会、竜之口学区栄養改善協議会        20～30人 

３ 活動内容、実施方法などを具体的な活動ごとに箇条書きでお書きください。 

  今年2月10日開催の「竜之口 元気が出る会」「みんなで歌おう会」都合で合同で行いました、紹介します。 

①各町内会へ「竜之口 元気の出る会、みんなで歌おう会」開催案内を回覧 

  ②当日は大変寒さの厳しい日の開催でしたが会場に入れない程の参加者です、第4回みんなで歌おう会が 

10時から行われました。 

  ③歌手本が参加者全員に配布され、因来富夫さん指導でマンドリン演奏者藤井伸一さんがゲストで参加して、 

13曲を熱唱しました。休憩時間には、お楽しみの曲あてクイズにチャレンジ。曲名がスイスイ当り、景品 

を手にされた方々はニッコリ、因来富夫さんは、伴奏に、ハーモニカ・ギター・大正琴を使い分け、会場い 

っぱいの参加者が大いに楽しみました。 

  ④正午になりました、大きな声を出して歌った後は、婦人会・栄養改善協議会が献立表を見ながら岡山 

市栄養士の指導を仰ぎ、骨の形成に役立つ栄養素を積極的に使った食材で骨租しょう症予防料 

理の会食です。 

会食の前に栄養士さんから骨租しょう症予防料理のお話とメニューのが説明があり 

ました。 

 ⑤メニュー 主菜：白身魚香草焼き ヨーグルトキューリソースかけ 

ひじき・大根カルメ炒め こかぶスープ煮 

デザート：カルピスゼリー 

メニューは、全体でカルシュウム305g、塩2.4gの減塩メニューでした。お料理を頂いた皆さんの感想は、 

減塩料理と感じませんでした、大変おいしく頂きました。 

 ⑥食べ終わった後は栄養士さんからの指導と参加者からの質問時間です。 

   1)骨租しょう症の予防にはカルシュウムを積極的に摂る。 

   2)高血圧の予防には塩分控えめの薄味の料理。 

   3)厚生労働省の一日当りの塩分摂取量の目標値は 男性8g 女性7gです。 

  7.男性の参加者も多く生活習慣への指導や質問等大いに盛り上がり、食と健康について考える大切な会です。 

４ 取組をＷＥＢ等で告知している場合はそのＵＲＬをお書きください。 

竜之口学区連合町内会（竜之口学区電子町内会）のホームページをご覧下さい。 

  



 

 

協働団体と 

その役割等 

 

団体名（代表者） この取組で果たしている役割 団体自身にとってこの取組をする理由やメリット 

連合町内会  

多賀 克充 

活動費の支援 

活動を竜之口学区電子町内会ホー

ムページで紹介 

学区民の健康維持に対する助成 

コミュニティ協議会 

高山  学 
竜之口学区コミュニティハウス 

施設を使用 

会場の提供 

社会福祉協議会  

米田 敏夫 

主催団体 対象者への呼びかけ及び寄り添い 

婦人会  

平松 知子 

開催案内書の作成、配付 

当日の手伝い 

広報紙による活動を周知する 

栄養改善協議会  

米田 正代 

骨租しょう症予防料理作り 

 

学区民に対し食育活動を行う 

取組の工夫 

 

取組の特徴 

◎地域資源や人的資源の活用など工夫した点 

1.岡山市栄養士：毎回参加を頂き骨粗しょう症予防料理の指導 

2.連合町内会：会への補助、電子町内会ホームページで紹介 

3.コミュニティ協議会：会場、調理室の光熱費の無料提供、 

4.地区社会福祉協議会：主催、新聞「社協だより」で活動内容を紹介 

5.婦人会：各町内会へ案内、当日の手伝い 

6.栄養改善協議会：骨粗しょう症予防料理の調理係り 

 

◎協働する各団体の役割分担や、団体間の目的の共有の仕方、対等な協働関係を築いていくための工夫など 

1.関係する団体と随時「元気が出る会」の会議を開催、 

1)開催日の設定 

2)骨粗しょう症予防料理メニューの決定 

3)経費の検討 

4)曲目の選定 

5)前回の反省点の改善等取り組みを検討 

 

◎取組の特徴やアピールポイント 

1.参加費が 200 円で安く、美味しい料理が食べられる。 

2.毎回歌う曲が違い、また、指導者が編曲し歌いやすい曲もある。 

3.参加しやすい雰囲気作りに努めている。 

 

成果・効果 

 

1.毎回参加者が多い 

2.毎回歌う曲が違い歌う楽しみがある 

3.誰でも歌いやすい様に曲を編曲している場合がある 

4.年をとっても美味しく食べられる 

5.骨粗しょう症予防に関する知識が得られた 

6.友達や仲間と色んな人と知り合い様々な趣味の話ができる楽しみがある 

7.人と人とが係わることで、問題課題の解決の糸口が見つけられる 

今後の活動展開 

など展望 

 

 

今後も引き続き活動を続ける、 

学区民へは竜之口電子町内会ホームページ、社会福祉協議会発行の新聞「社協だより」で活動状況を

記載、開催案内を各町内会へ配布します。 

今後も活動を続けます。 

 



竜之口元気が出る会

竜之口元気が出る会 「第4回みんなで歌おう会」

開催日 平成29年2月10日 午前 10時から

場 所 竜之口コミュニティハウス会議室

竜之口元気が出る会（みんなで歌おう会）は、寒さのまだ厳しい時に開催さ
れました。 午前10時から「第4回みんなで歌おう会」は始まり、因来富夫さ

んの指導で、マンドリン奏者藤井伸一さんがゲストで参加して下さり、参加
者全員に歌詞本が配布され、楽しく13曲を歌いました。

今年度で30回を迎える学区の行事です、竜之口地区社会福祉協議会が主体と
なり、学区婦人会、学区栄養改善協議会が「骨粗鬆症予防料理・みんなで歌お
う会」の合同の集いの会です。

地区社会福祉協議会が平成10年、「みんなで歌おう会」の前身「シルバー
コーラス」を、老後の健康づくり活動を目標に会を立ち上げ昨年50回を迎えま
した。今までご指導してくださった龍田 章さんは94歳まで尽力下さいました。
これを機に指導者も代わり「みんなで歌おう会」と改称しました。

骨租しょう症予防料理会食は、岡山市栄養士さんにご指導いただき、学区栄
養改善協議会の調理で、健康的で、美味しい食事ができ参加者全員で楽しみな
がら会食します。毎回男性の参加者も多く生活習慣へのご指導や質問やお話で
盛り上がり、食と健康について考える楽しみな行事になっています。



休憩時間には、お楽しみの曲当てクイズにチャレンジ。曲名がスイス
イ当たり、景品を手にされた方々はニッコリ。メロディーの始まりと
題名を覚えるのも「好き」から始まっているようです。

因来富夫さんは、伴奏に ハーモニカ、ギター、大正琴を使い分け、
マンドリンと共に会場いっぱいの参加者が大きな声で楽しみました。

平成 29 年 1 月 5 日

竜之口学区の皆様 

 

竜之口地区社会福祉協議会 

会長 米田 敏夫 

竜之口学区婦人会 

会長 平松 知子 

竜之口学区栄養改善協議会 

会長 安永恵美子 

 

竜之口 元気が出る会のご案内 

 

 新しい年を迎え、皆様お元気お過ごしのことと存じます。 

 さて、今年も「竜之口 元気が出る会」を下記のとおり開催いたします。 

 岡山市栄養士の指導による骨粗鬆症予防料理の会・いきいき土曜会・みんなで歌おう

会合同の集いで楽しい有意義なひとときを過ごしていただきます。 

 皆様お誘いあわせのうえぜひご参加下さいますようご案内申し上げます。 

 

記 

 

1. 日 時  平成 29 年 2 月 10 日（金） 10 時～13 時頃 

2. 内 容   9 時 30 分～受付 

10 時 00 分～みんなで歌おう会 

11 時 40 分～試食、栄養士のお話、懇談 

3. 場 所  竜之口コミュニティハウス 

4. 対 象  学区にお住まいの 65 歳以上の方 

5. 参加費  200 円 当日ご持参下さい。 

6. 申込先  婦人会役員（              ）電話（                ）  

において電話受付いたします。  

7. 申込み締切 1 月 31 日（火） 

◎ 2 月 11 日（土）の「いきいき土曜会」はお休みとなります。ご注意ください。  

 

回 覧 



竜之口元気が出る会 「骨粗しょう症予防料理の会」

竜之口 元気が出る会(骨粗しょう症予防料理の会）みんなで歌おう会の合
同で開かれました。当日は、小雪が舞うお天気でしたが、65歳以上の方を

対象に、会場に全員入れるか心配するほどのご参加をいただき大盛況でし
た。

朝早くから栄養改善協議会の皆さんが献立表を見ながら調理中です、野菜
を切ったり、フライパンを振ったり、味付け、量等ワイワイと楽しんで料
理をしています。

開催日 平成29年2月10日 午前 10時から

場 所 竜之口コミュニティハウス会議室

美しく盛り付けした料理です。

メニュー
主菜：白身魚香草焼き

ヨーグルトキューリソースかけ
ひじき・大根カルメ炒め
こかぶスープ煮

デザート：カルピスゼリー



会食後、栄養士さんからのご指導のお話しがありました。

メニューは、全体でカルシウム305g 塩2.4gの減塩メニューでした。
お料理を頂いた感想は、減塩と感じませんでした。おいしくいただきました。

栄養士さんが骨粗しょう症予防の
説明をしています。

皆さんが楽しく会食中です。

•骨粗鬆症の予防にはカルシウム

•高血圧の予防には塩分控えめ薄味で

•厚生労働省の1日あたりの塩分摂取量の

目標値は 男性8ｇ 女性7ｇ

誰もがいつまでも若々しく、明るく楽しく生きていきたいと思っているはずです。

しかし年をとると身体の節々が痛くなったり、気持ちや外出にネガティブにな
りがちです。友達や仲間を誘って次回にもご参加ください。






